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2J 超音波パルスドプラ法による門脈血流の生理
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【H的】パルスドプラ法を用いて,カロリー負

荷 ならびに嶋崎 ･嘩 卜･消化管の伸展刺激が門
脈血流鼻に及ぼす影響を検討した.
【方法】対象は肝機能が正常な20代女性 3名.

負荷内容は150,350,550kcalの固形カロリーメ

イト負荷,液体カロリ-メイト負荷,パラフィン

脚 乳 飲水負荷とした.計測は門脈右枝が最も明

瞭に描出される部位 で行った.

持去緊】各種カロ リー負荷により,門脈血流鼠

は負荷後15-30分で最大となり,血流茎遠が摂取

前の状態に戻るまでには1-3時間を要した.こ

の時閲はカロリ-韻の増加に伴い延長した.最大

門脈血流を釦よ摂取カロリ-星に比例して増加す

る傾向が認められ,550kcal摂取では30分後に負

荷前の2倍まで増加した.また,カロリ-負荷の

ないパラフィン姐噂や飲水においても約30%血

流が増加した.

【結論】門脈とflL流の増加はカロリ-負荷に加え

て矧暦 ･降下 弓削ヒ管の伸展など多くの要素が

関与しているものと思われた.
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症 例 は 88歳 , 女性 , 胆 道 再建術後も頻回 に胆

管 炎 を繰 り返 し,2005/10/24再度胆管炎にて入

[;I,-i ll/1両祝II､欄持上LT､LJ)111j二日申.りIl.追ILIJIll'".LJ)偉,

シ ョック状態 とな り気管 内挿管後CT施行.頭部

は 賢帝 無 しだが,右心 系 及 び左心系にもairdensi-

tyを認 め た. その後 VF損現し除細動を計5回施

紘 ll/2には血管 内の a豆Tdensityは全て消失し

たが,肝表面に浦川重出現.食事開始後に肝膿壕の

出現を認めたが肝膿壕 ドレナ-ジにて,炎症は速

やかに改落し,1/31退院.今症例は術後変化,頻

回の胆管炎による胆管壁の脆弱化を元に,検査時

の胆道内庄上昇及びカニュ-レにより,網管肝静

脈境 を形成し,多鼠のairが肝静脈を介し,大循

環系に流入したと考えられた.頭低位保持にて脳

塞栓を予防 し得た.胆道再建術後及び肝生検,

FrCD後の患者へのERCPは,空気塞栓も合併症

として念頭におく必要があると考えられた.
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【ほじ裾 二】

肝血管肉腫はrrは管内癌細泡由来の腫癌で,肝原

発性悪性肺癌剖検例のなかで約 1%程度と稀 な

疾患である.叛封刃として トロトラスト,塩化どこ

-ルモノマ-などの関連が指摘 されているが原

因不明のものが大半を占める.予後は極めて不良

で確立された治療法はない.

【目的】

今回我々は画像診断及び病理組織学的所見で

肝血管肉腫と診断 した症例を経験 したので若干

の文献的考察を加え報告する.

【方怯】

1994-2005年までに本邦で報告された30例

に当院において経験された1症例を加え年齢,性

別,原因,主訴,診断根拠, さら後について検討を

行 った.

症 例 は 79歳,男性 . 開 示は心簡部将と腹部膨

満 感 . 当院 で帽 息 , 肺 気腫で外来通院していた.

突 然の心髄 部痛 が出現 し当院 を受診,肝機能異常

と青銅 lを認 め, 腹 部超 都 度検 査 で多発性肝腫域,

撒 水があ り入院 とな った.腹 部造 影 CTで肝臓と

肺臓 にび まん性 の 高吸収域 , 及び 多 鼠の腹水を認

め,画像所 見 よ り肝 血管 肉腫 と診断 した.入院後

徐 々に腹 部膨満感 が増強 し書射ぬ増 悪,入院 第 9日
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目の腹部MRIで血性腹水の存在が確認されたが,

腺癌破裂による(I-Hf血性ショックとなり御永眠 さ

れた.家族の承諾のもと病理解剖を行った.河干素

面は凹凸不整で,肝両葉に晴紫色で多発する大小

不同の損血性結節が散在 した.組織学的に大小の

血管腔形成を認め,内腔面に存在する腺癌細胞は

紡錘形ないし類円形で部分的に充実性増殖を伴

っていた.腫癌細胞に多形性を認めること,核分

裂像が散見されること,免疫組織学的に腫癌細胞

が血管内皮の形質を有することより,肝血管肉腫

と診断した.

【結果】
平均年齢が61.5歳,性比は20:11で男性に
多く,原因は30例が不明であった.診断根拠は

i射列が病理解剖であった.予後は6,2ケ月と不良

であった

【結.論】

肝血管肉腫の 1例を経験 した.今後症例の蓄積

により治療法の確 産が希望 される.
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当院のPBC患者を集計 し検討 した.1992年か

ら2005年までの期間で診断 された37例 を対象

とした.男5例,女32例,平均年齢 60.6歳.初診

時診断では無症候性30例,症候性 7例,観察期

間は平均 61,4ケ月であった.自覚症状は掻将感,

黄痘,腹水,浮腫,脳症等を認めた.合併症は自

己免疫性肝炎3例,C型肝炎3例等であった.

腹腔鏡 円粁生検施行12例,赤色パ ッチを7例

に認めた.組織所見で CNSDCを7例 で認め,

Scheuerの病期分類でStageiが7例,stage隅

が2例であった.

UDCAが第 - --一選択薬で,併用薬はステロイド3

例,利尿剤 4例,べザブイプレー ト7例.死亡例

が3例あったが,死因がPBCは1例で,2例は他
病死だった.

治療効果を検討 した.UDCAは効果があるもの
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の,その効果は完全でないと考えた.べサブイプ

レ一 再酬 捕りでは,ALPは全例 で正常化 し,効果

を認めた.

胆管病変の進行度が軽度な例ではべザブイプ

レ- トは有効性があると考えられ UDCAに抵抗

性の PBC患者に対 し,今後べザブイプレー トの

併用を考慮する必要がある.

25 UDCAが著効 した高齢者男性にみられた自

己免疫性肝炎の 1例

岩崎 友洋 ･佐藤 明人 ･山tTす 聡志

坪井 康紀 ･三浦 努 ･柳 雅彦

高橋 連

長岡赤卜字病院消化器科

UDCAが著効 した高齢者男性にみられた自己

免疫性肝炎の 1例を経験 した.

症例は73歳,男性,2005年 7月10日頃から全

身倦怠感が出現 し,7月25日,近医受診 したとこ
ろ黄痕を指摘.血液データで肝障害 ･黄痕が認め

られたため,7月26日､-当科に紹介入院となった

TBii5.5と直接型優位の黄痕を認め,AST751,

ALTIO78と l二昇し,胆道系酵素もL昇していた.

血糖が229と高値であった.IgGは1784と増加

しており,抗核抗体も1280倍と高力価陽性であ

った.肝炎ウイルスマ-カーは陰性で,抗平滑筋

抗体,抗 ミトコンドリア抗体,M2抗体は陰性.エ

コ-ガイ ド下肝生検を施行 したところ,F3A3で

あり,形質細胞の浸潤を認め,自己免疫性肝炎と

診断 した. トランスアミナ-ゼは100台後半にま

で攻落したが,その後下げ止まり状態であった.

73歳と高齢であり,随時血糖が高値であったこ

とからステロイ ドは選択せずUDCAを開始 した

ところ トランスアミナーゼは正常化した.UDCA

には胆汁分泌作用,肝細胞膜保護作用のほかに,

免疫調節作用を有する.免疫調節作用はグルココ

ルチコイド受容体を介して行われる.ステロイド

の有する免疫抑制作用をより強 く発現すること

で,副作用を起こすことなく免疫抑制作用を発揮

すると考えられている.自己免疫性肝炎に対 し

UDCA単独投与は,高齢者などステロイドの副作


